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全
石
連
九
州
支
部
（
喜

多
村
利
秀
支
部
長
）
と
九

州
７
県
石
商
は
２
０
１
４

年
、同
整
備
局
と
の
間
で
、

大
災
害
が
起
こ
っ
た
時
、

緊
急
車
両
な
ど
に
燃
料
を

優
先
的
に
供
給
す
る
協
定

　

石
連
週
報
に
よ
る
ガ
ソ

リ
ン
出
荷
量
は
、
６
月
第

３
週
（
12
〜
18
日
）
が
前

週
比
０
・
４
％
増
、
前
年

比
８
・
１
％
増
の
93
・
７

万
㌔
㍑
と
な
り
、
３
週
ぶ

り
に
前
年
実
績
を
上
回
っ

た
。
前
年
比
で
増
加
率
が

伸
び
た
の
は
、
前
年
が
過

去
10
年
間
で
最
低
水
準
を

記
録
す
る
大
不
振
だ
っ
た

こ
と
の
反
動
と
み
ら
れ

る
。
た
だ
、
過
去
５
年
平

均
比
で
み
て
も
１
％
増
と

な
り
、
２
週
ぶ
り
に
好
調

を
取
り
戻
し
た
。

　

一
方
、
生
産
量
は
前
週

比
で
３
・
３
％
減
の
97
・

１
万
㌔
㍑
に
低
下
し
、
４

週
ぶ
り
に
１
０
０
万
㌔
㍑

台
を
割
っ
た
。
た
だ
、
輸

出
の
不
調
も
影
響
し
た
模

様
で
、
在
庫
は
前
週
比
１

・
７
％
増
の
１
８
９
・
２

万
㌔
㍑
に
積
み
上
が
り
、

前
年
比
で
も
７
・
１
％
増

と
余
剰
感
が
増
し
て
い

る
。
製
油
所
の
定
期
修
理

が
明
け
て
夏
商
戦
に
向
か

う
中
だ
が
、
在
庫
量
は
今

年
最
大
を
記
録
し
た
。

　

ま
た
、
軽
油
出
荷
量
は

前
週
比
15
・
４
％
増
、
前

年
比
22
・
３
％
増
の
64
・

８
万
㌔
㍑
で
好
調
に
転
じ

た
。
在
庫
は
前
週
比
３
・

５
％
減
、
前
年
比
14
・
８

％
減
の
１
４
４
・
６
万
㌔

㍑
に
取
り
崩
さ
れ
た
（
２

面
Ｄ
Ａ
Ｔ
Ａ
）
。

　

Ｊ
Ｘ
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
23

日
か
ら
の
先
行
指
標
を
通

知
し
た
。
特
約
店
筋
に
よ

る
と
、
前
週
比
で
ガ
ソ
リ

ン
、
灯
油
、
軽
油
、
Ａ
重

油
の
い
ず
れ
も
１
円
値
下

げ
。
４
月
以
降
、
段
階
的

に
値
上
げ
が
続
い
た
ガ
ソ

リ
ン
は
、
原
油
安
を
受
け

12
週
ぶ
り
に
下
落
し
た
。

　

出
光
興
産
は
23
日
か
ら

の
Ｓ
Ｓ
向
け
週
決
め
仕
切

り
方
針
を
通
知
し
た
。
複

数
エ
リ
ア
の
系
列
販
売
店

筋
に
よ
る
と
、
前
週
比
で

ガ
ソ
リ
ン
は
１
円
値
下

げ
。
灯
油
、軽
油
、Ａ
重
油

は
い
ず
れ
も
据
え
置
き
。

　

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
に
よ
る
小
売
価
格
調
査
（
20

日
・
消
費
税
込
み
）
レ
ギ

ュ
ラ
ー
全
国
平
均
は
前
週

比
０
・
４
円
高
の
１
２
４

・
０
円
と
15
週
連
続
で
値

上
が
り
し
、
３
週
連
続
で

今
年
の
最
高
値
を
更
新
し

た
。
１
２
４
円
以
上
を
付

け
た
の
は
、
昨
年
12
月
14

日
（
１
２
６
・
２
円
）
以

来
、
27
週
ぶ
り
。
１
・
８

円
高
の
沖
縄
、
１
・
６
円

高
の
京
都
、
１
・
５
円
高

の
奈
良
な
ど
33
都
府
県
で

値
上
が
り
、
１
・
３
円
安

の
岡
山
、
１
・
２
円
安
の

青
森
と
和
歌
山
な
ど
12
道

県
で
値
下
が
り
し
、
２
県

は
横
ば
い
だ
っ
た
。

　

ハ
イ
オ
ク
は
０
・
４
円

高
の
１
３
４
・
８
円
。
軽

油
は
０
・
２
円
高
の
１
０

３
・
７
円
。
灯
油
18
㍑
店

頭
は
３
円
値
上
が
り
の
１

１
５
５
円
、
配
達
は
２
円

値
上
が
り
の
１
３
０
８
円

（
２
面
に
県
別
Ｄ
Ａ
Ｔ
Ａ

と
「
今
週
の
市
況
」
地
域

概
況
）
。

　

【
福
岡
】『
熊
本
地
震
』

で
被
災
地
に
出
動
し
た
国

交
省
九
州
地
方
整
備
局
の

緊
急
車
両
な
ど
に
燃
料
供

給
で
全
面
的
に
協
力
し
た

熊
本
石
商
（
三
角
清
一
理

事
長
）
に
対

し
、
先
ご
ろ

感
謝
状
が
贈

ら
れ
た
。『
熊

本
地
震
』
で

は
、
国
交
省

と
全
国
の
地

方
整
備
局
か

ら
「
テ
ッ
ク

・
フ
ォ
ー
ス
」

（
緊
急
災
害

対
策
派
遣

隊
）
が
集
結

し
、
被
災
地

の
支
援
、
復

旧
活
動
に
従

事
し
た
。

　

地
震
発
生
直
後
か
ら
、

同
石
商
と
県
内
Ｓ
Ｓ
に
は

九
州
地
方
整
備
局
や
出
先

機
関
か
ら
緊
急
車
両
な
ど

へ
の
燃
料
供
給
要
請
が
殺

到
し
、
全
力
で
対
応
。
元

売
各
社
も
通
常
時
の
よ
う

な
注
文
が
あ
れ
ば
届
け
る

〝
プ
ル
方
式
〞
か
ら
、
注

文
が
な
く
て
も
需
要
を
見

通
し
て
燃
料
を
送
る
非
常

時
の
〝
プ
ッ
シ
ュ
方
式
〞

に
切
り
替
え
て
輸
送
し
た

た
め
、
Ｓ
Ｓ
側
も
燃
料
調

達
面
で
は
「
危
惧
し
て
い

た
ほ
ど
の
大
混
乱
は
起
こ

ら
な
か
っ
た
」
（
被
災
地

Ｓ
Ｓ
）
。

　

九
州
地
方
整
備
局
で
先

ご
ろ
行
わ
れ
た
贈
呈
式
に

は
復
旧
に
協
力
し
た
建

設
、
材
料
関
連
の
団
体
・

企
業
も
出
席
。
小
平
田
浩

司
整
備
局
長
が
「
災
害
復

旧
に
多
大
の
支
援
を
し
て

い
た
だ
い
た
」
と
い
う
内

容
の
感
謝
状
を
読
み
上

げ
、
団
体
・
企
業
ご
と
に

手
渡
し
た
。

　

感
謝
状
を
受
け
取
っ
た

同
石
商
の
野
中
一
英
副
理

事
長
は
、
「
熊
本
地
震
で

は
石
油
燃
料
が
常
に
住
民

の
暮
ら
し
を
支
え
て
い
る

と
と
も
に
、
災
害
時
に
は

自
立
型
の
燃
料
と
し
て
貴

重
な
存
在
で
あ
る
こ
と
を

痛
感
し
た
。
災
害
は
い
つ

起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
。

日
ご
ろ
か
ら
万
一
の
災
害

に
備
え
て
置
く
心
構
え
が

大
切
だ
」
と
話
し
て
い

た
。

を
締
結
し
て
お
り
、
熊
本

県
以
外
の
石
商
も
地
震
発

生
直
後
か
ら
緊
急
体
制
を

と
り
、
各
県
の
特
約
店
、

Ｓ
Ｓ
は
要
請
に
応
じ
て
燃

料
を
輸
送
し
た
。

中
村
油
政
連
近
畿

支
部
長
も
続
投
へ

　

油
政
連
近
畿
支
部
も
同

日
に
通
常
総
会
を
開
き
、

役
員
改
選
で
中
村
彰
一
郎

支
部
長
（
ナ
カ
ム
ラ
社
長

・
Ｊ
Ｘ
系
）
の
続
投
を
決

め
た
。

近
畿
支
部
長
に

西
尾
氏
が
再
選

　

全
石
連
近
畿
支
部
は
21

日
開
い
た
通
常
総
会
で
任

期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選

を
行
い
、
西
尾
恒
太
支
部

長
（
旭
油
業
社
長
・
Ｅ
Ｍ

Ｇ
系
）
が
再
選
さ
れ
た
。

中
企
庁

Ｓ
Ｎ
保
証
５
号

に
Ｓ
Ｓ
再
指
定

　

中
小
企
業
庁
は
先
ご

ろ
、
業
況
悪
化
に
苦
し
む

中
小
企
業
を
金
融
面
か
ら

支
援
す
る
「
セ
ー
フ
テ
ィ

　

日
本
自
動
車
販
売
協
会

連
合
会
、
全
国
軽
自
動
車

協
会
連
合
会
、
日
本
自
動

車
輸
入
組
合
が
そ
れ
ぞ
れ

ま
と
め
た
５
月
の
乗
用
車

（
新
車
）
販
売
台
数
は
、

前
年
比
で
「
登
録
車
」
が

７
・
３
％
増
の
19
・
４
万

台
、
「
軽
４
輪
」
が
17
・

３
％
減
の
８
・
２
万
台
、

合
計
で
は
１
・
４
％
減
の

27
・
６
万
台
だ
っ
た
。
登

録
車
は
２
ヵ
月
連
続
増
、

軽
４
輪
は
17
ヵ
月
連
続
減

と
、
軽
の
大
不
振
が
続
い

て
い
る
。

　

登
録
車
の
う
ち
、
Ｈ
Ｖ

は
19
・
８
％
増
の
７
万
７

８
５
５
台
、
Ｐ
Ｈ
Ｖ
は
６

・
１
％
増
の
５
６
０
台
、

Ｅ
Ｖ
は
58
・
２
％
増
の
８

１
８
台
、
Ｆ
Ｃ
Ｖ
は
30
・

８
％
減
の
36
台
、
デ
ィ
ー

ゼ
ル
は
17
・
６
％
減
の
９

０
１
４
台
。
ま
た
、
登
録

車
の
う
ち
、
外
国
メ
ー
カ

ー
車
は
６
・
９
％
増
の
２

万
１
４
１
６
台
と
な
っ

た
。

　

こ
の
結
果
、
登
録
車
に

占
め
る
シ
ェ
ア
は
Ｈ
Ｖ
40

・
２
％
、
Ｐ
Ｈ
Ｖ
０
・
29

％
、
Ｅ
Ｖ
０
・
42
％
、
デ

ィ
ー
ゼ
ル
４
・
６
％
、
ガ

ソ
リ
ン
53
・
９
％
と
な
る

と
と
も
に
、
外
車
が
11
・

０
％
だ
っ
た
。

　

一
方
、
乗
用
車
全
体
で

の
軽
シ
ェ
ア
は
29
・
６
％

ま
で
低
下
し
、
２
０
１
１

年
９
月
以
来
、
４
年
８
ヵ

月
ぶ
り
に
３
割
を
割
り
込

ん
だ
。

　

経
済
産
業
省
が
先
ご
ろ

ま
と
め
た
生
産
動
態
統
計

に
よ
る
２
０
１
５
年
度
石

油
ス
ト
ー
ブ
販
売
台
数

は
、前
年
比
10
・
８
％
減
の

３
５
１
万
６
千
台
に
減
少

し
た
。
４
年
連
続
で
前
年

を
下
回
り
、
原
油
価
格
が

最
高
水
準
で
推
移
し
た
08

年
度
以
来
６
年
ぶ
り
に
４

０
０
万
台
割
れ
と
な
っ
た

前
年
度
に
続
く
低
水
準
に

と
ど
ま
っ
た
。
14
年
夏
以

降
の
原
油
価
格
急
落
に
よ

る
小
売
価
格
の
値
下
が
り

で
、
灯
油
本
来
の
高
い
暖

房
性
能
に
加
え
、
経
済
性

も
さ
ら
に
高
ま
っ
た
が
、

電
気
や
ガ
ス
な
ど
他
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
の
競
争
激
化
な

ど
か
ら
厳
し
い
需
要
環
境

に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。

　

月
別
の
販
売
動
向
を
み

る
と
、
暖
房
需
要
が
本
格

化
す
る
11
〜
12
月
に
全
国

的
な
暖
冬
の
影
響
を
受

け
、
11
月
が
10
・
４
％
減

の
79
万
３
千
台
、
12
月
も

29
・
７
％
減
の
74
万
５
千

台
と
落
ち
込
ん
だ
。
１
月

も
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
15

・
４
％
減
の
17
万
６
千
台

に
減
少
。
そ
れ
以
降
は
寒

波
到
来
で
、
２
月
は
77
・

５
％
増
の
13
万
１
千
台
、

３
月
も
94
・
６
％
増
の
４

万
４
千
台
と
、
前
年
を
大

幅
に
上
回
っ
た
も
の
の
、

需
要
シ
ー
ズ
ン
序
盤
の
販

売
不
振
が
響
い
た
。

　

一
方
、
石
油
機
器
全
体

の
販
売
台
数
は
９
・
２
％

減
の
４
１
０
万
２
千
台

と
、
３
年
連
続
で
前
年
実

績
を
下
回
っ

た
。
石
油
温

風
暖
房
機
は

23
・
４
％
減

の
18
万
５
千

台
。

　

エ
コ
フ
ィ

ー
ル
を
含
む

石
油
温
水
給

湯
暖
房
機
は

６
・
６
％
増

の
40
万
台
と

堅
調
に
販
売

台
数
を
伸
ば

し
た
。

ネ
ッ
ト
保
証
５
号
」
に
つ

い
て
、
今
年
度
第
２
四
半

期
（
７
〜
９
月
末
）
の
指

定
業
種
を
発
表
、
Ｓ
Ｓ
が

再
指
定
さ
れ
た
。
こ
れ
に

よ
っ
て
、
石
油
販
売
業
者

は
信
用
保
証
協
会
の
１
０

０
％
保
証
付
き
融
資
が
受

け
ら
れ
る
対
象
業
種
と
な

る
。

　

石
油
販
売
業
者
が
実
際

に
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保

証
５
号
を
利
用
す
る
に

は
、
①
最
近
３
ヵ
月
間
の

月
平
均
売
上
高
な
ど
が
前

年
比
５
％
以
上
減
少
し
て

い
る
②
製
品
な
ど
の
売
上

原
価
の
う
ち
、
20
％
以
上

を
占
め
る
原
油
な
ど
の
仕

入
価
格
が
20
％
以
上
上
昇

し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
製
品
価
格
に
転
嫁
で

き
て
い
な
い
―
の
い
ず
れ

か
の
条
件
を
満
た
し
、
所

在
地
の
市
町
村
の
認
定
を

受
け
る
こ
と
が
必
要
。
そ

の
う
え
で
、
金
融
機
関
及

び
信
用
保
証
協
会
に
認
定

書
を
提
出
し
保
証
付
融
資

を
申
し
込
む
（
市
町
村
の

認
定
と
は
別
に
金
融
機
関

お
よ
び
信
用
保
証
協
会
に

よ
る
審
査
が
あ
る
）
。
保

証
限
度
額
は
一
般
保
証
と

は
別
枠
で
、
無
担
保
保
証

８
千
万
円
、
最
大
で
２
億

８
千
万
円
。
47
都
道
府
県

に
所
在
す
る
信
用
保
証
協

会
な
ど
で
相
談
に
応
じ
て

い
る
。

　

一
方
、
全
国
石
油
協
会

で
も
石
油
販
売
業
者
に
特

化
し
た
信
用
保
証
事
業
を

実
施
し
て
お
り
、
こ
の
う

ち
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

保
証
に
つ
い
て
は
、
期
限

を
定
め
ず
継
続
実
施
中
。

　

経
済
産
業
省
が
17
日
に
発

令
し
た
人
事
で
、
資
源
エ
ネ

ル
ギ
ー
庁
資
源
・
燃
料
部
政

策
課
長
に
三
浦
聡
氏（
写
真
）

が
着
任
し
た
。

　

三
浦
課
長
は
20
日
に
行
わ

れ
た
石
油
専
門
紙
・
誌
と
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
石
油
政

策
な
ど
に
関
す
る
今
後
の
抱

負
に
つ
い
て
語
っ
た
。

　

三
浦
課
長
は
資
源
・
燃
料

部
へ
の
異
動
は
初
め
て
。
前

職
は
商
務
流
通
保
安
グ
ル
ー

プ
商
取
引
・
消
費
経
済
政
策

課
長
と
し
て
、
東
京
商
品
取

引
所
（
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
）
な
ど

商
品
取
引
政
策
な
ど
に
か
か

わ
っ
て
き
た
。
ま
た
、
経
済

産
業
政
策
局
産
業
組
織
課
長

と
し
て
、
産
業
競
争
力
強
化

法
に
基
づ
く
事
業
再
編
や
産

業
組
織
の
改
善
な
ど
に
取
り

組
ん
で
き
た
ほ
か
、
資
源
エ

ネ
ル
ギ
ー
庁
長
官
官
房
国
際

課
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
推

進
室
長
と
し
て
、
中
東
産
油

国
な
ど
と
の
資
源
外
交
な
ど

に
も
携
わ
っ
て
き
た
経
験
を

持
つ
。

　

公
正
・
透
明
な
市
場
環
境

の
整
備
を
進
め
る
た
め
、
卸

価
格
な
ど
に
大
き
な
影
響
を

与
え
る
石
油
先
物
取
引
市
場

の
活
用
に
向
け
て
、
Ｔ
Ｏ
Ｃ

Ｏ
Ｍ
の
活
性
化
の
必
要
性
が

高
ま
っ
て
い
る
状
況
に
つ
い

て
は
、「（
石
油
に
限
ら
ず
）商

品
先
物
市
場
の
活
性
化
に
向

け
て
は
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る

手
を
尽
く
す
ほ
か
な
い
」と
、

引
き
続
き
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
考
え
を
示
し
た
。

感
謝
状
を
受
け
取
る
野
中
副
理
事
長

（
九
州
地
方
整
備
局
で
）

九州地整局

災
害
復
旧
で
燃
料
供
給
尽
力

熊
本
石
商
へ
感
謝
状

エ
ネ
庁

週
市
況 

レ
ギ
ュ
ラ
ー
小
売
124
円

５月内需

軽
大
不
振 

シ
ェ
ア
３
割
切
る

「
乗
用
」新
車
1.4
％
減

Ｊ
Ｘ

出
光

Ｇ
卸
１
円
値
下
げ

６月３週
ガソリン

出
荷
回
復
は
前
年
の
反
動
影
響
大

増
幅
す
る
在
庫
余
剰
感

先物市場を活性化

エネ庁

三
浦
政
策
課
長
が
抱
負

石
油
ス
ト
ー
ブ
11
％
減
販
15年度

　

一
般
的
な
仕
入
れ
水
準
か
ら
は
考

え
に
く
い
安
値
を
掲
げ
る
系
列
Ｓ
Ｓ

が
あ
る
。
価
格
転
嫁
へ
の
対
応
も
Ｐ

Ｂ
よ
り
遅
れ
る
系
列
量
販
指
向
店
が

散
見
さ
れ
、
毎
週
の
よ
う
に
特
売
セ

ー
ル
を
開
催
し
て
い
た
り
も
す
る
。

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
原
油

価
格
の
上
昇
を
報
じ
て

き
た
中
、
ユ
ー
ザ
ー
に

は
ど
う
映
る
だ
ろ
う
。

ま
だ
余
裕
が
あ
る
、
と

誤
解
さ
れ
ま
い
か
。

　

総
会
シ
ー
ズ
ン
は
日

夜
Ｓ
Ｓ
店
頭
で
奮
闘
し

て
い
る
方
々
と
お
会
い
す
る
機
会
も

増
え
る
。
ガ
ソ
リ
ン
に
は
大
き
な
石

油
関
係
諸
税
が
課
せ
ら
れ
て
い
て
、

正
味
で
捉
え
れ
ば
非
常
に
厳
し
い
商

環
境
に
置
か
れ
て
い
る
実
情
を
業
界

挙
げ
て
ア
ピ
ー
ル
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
、
改
め
て
思
う
。

　

エ
ネ
庁
調
査
に
よ
る
レ
ギ
ュ
ラ
ー

の
２
０
１
５
年
度
全
国
平
均
小
売
価

格
は
㍑
１
３
１
・
６
円
だ
っ
た
。
内

訳
を
み
る
と
、
正
味
価
格
の
65
・
５

円
に
対
し
、ガ
ソ
リ
ン
税
53
・
８
円
、

地
球
温
暖
化
対
策
税
を
含
め
た
石
油

石
炭
税
２
・
54
円
、
こ
れ
ら
の
合
計

額
に
課
せ
ら
れ
る
消
費
税
が
９
・
７

円
、
税
金
累
計
は
66
・
０
円
と
、
税

負
担
が
過
半
を
占
め
た
。
４
月
以
降

は
温
対
税
が
さ
ら
に
上
乗
せ
さ
れ
て

石
石
税
２
・
８
円
と
な
り
、
税
金
比

率
は
４
月
56
％
、５
月
55
％
に
達
し
、

い
ず
れ
も
正
味
価
格
よ
り
税
額
が
10

円
以
上
多
く
な
っ
て
い
る
の
だ
。

　

業
界
全
体
で
み
れ
ば
、
石
油
諸
税

の
過
重
負
担
は
一
層
際
立
つ
。
石
油

連
盟
が
ま
と
め
た
２
０
１
６
年
度
版

「
石
油
税
制
便
覧
」な
ど
に
よ
る
と
、

今
年
度
予
算
ベ
ー
ス
で
、
石
油
石
炭

税
６
８
８
０
億
円
、
ガ
ソ
リ
ン
税
２

兆
６
４
１
３
億
円
、
軽
油
引
取
税
９

２
４
５
億
円
な
ど
石
油
諸
税
の
合
計

額
は
４
兆
３
４
０
０
億
円
に
の
ぼ

る
。
こ
れ
は
、
租
税
総
収
入
約
１
０

０
兆
円
の
４
・
３
％
に
あ
た
り
、
ガ

ソ
リ
ン
税
だ
け
で
も
車
体
課
税
（
自

動
車
税
、
軽
自
動
車
税
、
重
量
税
、

取
得
税
）
の
２
兆
５
２
５
７
億
円
を

上
回
る
。
ま
た
、
石
油
は
消
費
税
合

計
も
１
兆
２
９
０
０
億
円
に
達
し
、

う
ち
タ
ッ
ク
ス
・
オ
ン
・
タ
ッ
ク
ス

分
が
２
７
０
０
億
円
を
占
め
る
。
総

計
な
ん
と
５
兆
６
３
０
０
億
円
。

　

現
行
本
則
税
率
の
起
点
で
あ
る
１

９
６
４
年
４
月
の
ガ
ソ
リ
ン
税
は
、

揮
発
油
税
24
・
３
円
、
地
方
揮
発
油

税
４
・
４
円
の
計
28
・
７
円
、
軽
油

引
取
税
は
15
円
。
こ
れ
に
暫
定
税
率

が
上
乗
せ
さ
れ
、
93
年
12
月
以
降
、

08
年
４
月
の
１
ヵ
月
間
を
除
い
て
揮

発
油
税
が
２
倍
の
48
・
６
円
、
地
方

揮
発
油
税
が
５
・
２
円
の
計
53
・
８

円
、
軽
油
引
取
税
は
32
・
１
円
と
な

っ
た
。
石
油
諸
税
の
重
み
は
、
自
動

車
ユ
ー
ザ
ー
・
Ｓ
Ｓ
双
方
に
圧
し
か

か
っ
て
い
る
。
こ
の
事
実
を
共
有
す

る
た
め
に
、
最
前
線
に
立
つ
Ｓ
Ｓ
ス

タ
ッ
フ
の
理
解
を
深
め
る
と
同
時

に
、
経
営
感
覚
に
も
し
っ
か
り
と
組

み
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。

論 説

重
た
そ
う
に
抱
い
た
ヒ
ゲ

の
お
じ
さ
ん
の
写
真
が
ネ

ッ
ト
で
流
れ
、
テ
レ
ビ
番

組
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た

▼
原
子
力
発
電
所
の
近
く

に
捨
て
ら
れ
て
い
た
普
通

の
大
き
さ
の
母
猫
か
ら
生

ま
れ
、
生
後
し
ば
ら
く
し

て
か
ら
巨
大
化
し
た
ら
し

い
、
放
射
能
と
関
係
が
あ

る
の
で
は
、
と
い
う
、
ま

こ
と
し
や
か
な
〝
解
説
〞

も
付
い
て
、
猫
好
き
は
も

ち
ろ
ん
多
く
の
人
々
に
衝

撃
を
与
え
た
▼
１
年
ほ
ど

し
て
〝
ジ
ャ
ン
ボ
猫
〞
は

ジ
ョ
ー
ク
だ
っ
た
こ
と
が

飼
い
主
本
人
か
ら
明
か
さ

れ
た
。
実
は
ス
ノ
ー
ボ
ー

ル
は
ア
メ
リ
カ
・
ワ
シ
ン

ト
ン
の
家
庭
で
飼
わ
れ
て

い
る
普
通
の
猫
で
体
重
は

10
㌔
ほ
ど
。飼
い
主
の「
ヒ

ゲ
の
お
じ
さ
ん
」
が
簡
単

な
画
像
処
理
ソ
フ
ト
を
使

っ
て
合
成
写
真
を
作
り
、

友
人
に
メ
ー
ル
で
送
っ
た

も
の
。
も
ち
ろ
ん
友
人
を

だ
ま
す
つ
も
り
は
な
く
、

冗
談
の
つ
も
り
が
、
い
つ

の
間
に
か
そ
れ
が
世
界
中

広
が
り
、
〝
尾
ひ
れ
〞
ま

で
つ
い
て
し
ま
っ
た
の

だ
。
２
０
０
０
年
の
初
め

ご
ろ
の
出
来
事
だ
▼
『
熊

本
地
震
』
で
は
ネ
ッ
ト
を

通
じ
て
様
々
な
情
報
が
伝

え
ら
れ
た
。
ご
く
わ
ず
か

で
は
あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、

中
に
は
根
拠
の
な
い
も
の

も
あ
っ
た
よ
う
だ
。
「
も

う
す
ぐ
ガ
ソ
リ
ン
が
な
く

な
る
」
「
震
源
地
の
隣
の

町
な
ら
給
油
で
き
る
」
と

い
う
噂
が
流
れ
、
Ｓ
Ｓ
に

行
列
が
で
き
る
と
い
う
事

態
ま
で
招
い
た
。
ネ
ッ
ト

社
会
の
便
利
さ
の
裏
に
は

常
に
危
険
も
潜
ん
で
い
る

よ
う
だ
。

▼
猫
の
重
さ

は
40
㌔
を
超

す
。
大
型
犬

か
低
学
年
の

小
学
生
く
ら

い
だ
。
そ
の

名
は
「
ス
ノ

ー
ボ
ー
ル
」。

き
ょ
う
の
紙
面

２面　今週のガソリン市況
■ＤＡＴＡコーナー＝原油価格、石油製品先
物情報、石連週報、週動向調査

３面　北海道版・総会シーズン閉幕／
四国版・高知・県防災訓練初参加

４面　お客様版ぜんせき
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福
島
県
国
見
町
は
２
０
１
５
年
５
月
に

完
成
し
た
新
庁
舎
に
災
害
対
策
拠
点
施
設

と
し
て
速
や
か
に
対
応
で
き
る
体
制
整
備

の
一
環
と
し
て
、
Ａ
重
油
非
常
用
発
電
機

を
設
置
し
た
。
同
町
は
宮
城
県
と
接
す
る

国
道
４
号
線
沿
い
の
県
最
北
端
の
町
。
内

陸
部
の
た
め
大
震
災
で
は
津
波
被
害
は
な

か
っ
た
も
の
の
、
震
度
６
強
の
地
震
に
見

舞
わ
れ
た
。
役
場
庁
舎
も
液
状
化
で
建
物

が
傾
い
て
使
用
で
き
な
く
な
り
、
旧
庁
舎

の
場
所
に
新
庁
舎
が
完
成
す
る
ま
で
役
場

機
能
を
近
く
の
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
に

移
し
、
仮
庁
舎
と
し
て
業
務
を
行
っ
て
い

た
。
新
庁
舎
は
地
下
１
階
、
地
上
３
階
、

延
べ
面
積
は
約
４
８
０
０
平
方
㍍
で
、
地

上
部
分
は
森
林
の
整
備
を
促
進
す
る
た
め

耐
火
木
材
を
使
用
し
た
構
造
と
な
っ
て
い

る
。
機
能
性
・
効
率
性
の
高
い
構
造
と
し

た
ほ
か
、
防
災
拠
点
機
能
を
備
え
た
庁
舎

と
な
っ
て
お
り
、
屋
上
に
は
太
陽
光
発
電

設
備
を
備
え
て
い
る
。

　

庁
内
の
冷
暖
房
は
「
電
気
冷
暖
房
を
メ

ー
ン
に
使
っ
て
、
賄
い
き
れ
な
い
分
を
木

質
ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー
で
補
う
形
に
し
て

い
る
」
（
服
部
琢
弥
財
政
課
主
事
）
と
い

う
。
震
災
前
は
軽
油
の
非
常
用
発
電
機
を

設
置
し
て
い
た
が
、
コ
ス
ト
面
を
考
慮
し

て
Ａ
重
油
用
に
切
り
替
え
た
。
今
回
の
Ａ

重
油
非
常
用
発
電
機
（
発
電
能
力
は
１
３

０
Ｋ
Ｖ
Ａ
）
と
Ａ
重
油
地
上
タ
ン
ク
（
容

量
１
９
５
０
㍑
）
は
、
屋
外
に
木
質
ペ
レ

ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー
設
備
な
ど
と
と
も
に
設
置

さ
れ
て
お
り
、
庁
舎
で
使
用
す
る
熱
源
設

備
を
１
ヵ
所
に
集
約
し
て
い
る
。
地
震
な

ど
で
停
電
と
な
っ
た
場
合
に
は
非
常
用
発

電
機
と
太
陽
光
発
電
で
蓄
電
し
た
電
気
で

庁
内
の
照
明
は
じ
め
通
信
機
器
、
Ｏ
Ａ
機

器
な
ど
災
害
対
応
に
最
低
限
必
要
と
さ
れ

る
電
力
を
賄
う
こ
と
が
で
き
る
。
発
電
機

燃
料
は
地
元
の
石
油
製
品
販
売
事
業
者
が

納
入
し
て
い
る
。
新
庁
舎
は
３
・
11
と
同

程
度
の
地
震
に
耐
え
ら
れ
る
構
造
と
な
っ

て
お
り
、
地
下
駐
車
場
は
災
害
発
生
時
に

周
辺
住
民
の
避
難
場
所
と
し
て
使
わ
れ

る
。
地
下
駐
車
場
に
隣
接
し
た
防
災
倉
庫

に
は
ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン
の
灯
光
器
や
石

油
ス
ト
ー
ブ
な
ど
が
常
備
さ
れ
て
い
る
。

　

３
・
11
以
降
、
公
共
施
設
へ
の
石
油
機

器
導
入
提
案
は
東
北
を
中
心
に
石
油
組
合

と
石
油
連
盟
が
連
携
し
て
石
油
機
器
や
非

常
用
発
電
機
の
導
入
な
ど
を
提
案
す
る
自

治
体
訪
問
活
動
を
継
続
し
て
お
り
、
灯
油

非
常
用
発
電
機
の
導
入
に
結
び
つ
い
た
事

例
も
出
て
い
る
。
（
次
回
は
、
四
国
地
区

の
災
害
時
安
定
供
給
体
制
）

　

東
日
本
大
震
災
以
降
、
全
国
の
自
治
体
で
は

庁
舎
や
避
難
所
と
な
る
公
共
施
設
に
重
油
、
軽

油
、
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
の
石
油
製
品
を
燃
料
と
す

る
非
常
用
発
電
機
の
導
入
が
行
わ
れ
て
い
る
。

特
に
３
・
11
を
経
験
し
た
東
北
で
は
各
地
の
自

治
体
で
意
欲
的
に
導
入
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

福
島
県
国
見
町
で
も
新
庁
舎
建
設
に
伴
い
Ａ
重

油
非
常
用
発
電
機
を
設
置
し
た
。

Ａ
重
油
発
電
機

国見町の新庁舎に導入したＡ重油非常
用発電機

災害時の電力確保へ体制整備

生活、産業、
地域を支える

福島県国見町
▶vol.199◀石油の力SSの力

　

◎
北
海
道
…
一
部
軟

化
。
札
幌
は
セ
ル
フ
が
２

円
程
度
下
が
り
１
１
６
円

が
大
勢
、
フ
ル
は
１
１
９

〜
１
２
２
円
、
安
値
量
販

セ
ル
フ
も
１
１
４
・
８
円

で
変
わ
ら
ず
。
旭
川
は
安

値
量
販
グ
ル
ー
プ
が
１
１

０
・
８
円
に
軟
化
。
函
館

も
ア
サ
ヒ
商
会
が
１
０
８

・
８
円
、
モ
ダ
な
ど
が
１

１
０
・
８
円
に
値
下
げ
。

旭
川
の
一
般
は
ほ
ぼ
横
ば

い
。
函
館
は
フ
ル
が
横
ば

い
だ
が
、
セ
ル
フ
は
１
１

７
円
程
度
に
下
が
っ
た
。

　

◎
東
北
…
一
部
軟
化
。

仙
台
は
１
２
０
円
台
が
消

え
て
セ
ル
フ
１
１
４
〜
８

円
に
値
下
が
り
し
た
。
福

島
市
は
セ
ル
フ
１
２
８
〜

９
円
で
横
ば
い
、
郡
山
は

セ
ル
フ
１
１
７
〜
１
２
４

円
に
軟
化
。
盛
岡
は
１
１

４
〜
７
円
、
山
形
市
は
１

２
０
円
台
前
半
で
と
も
に

横
ば
い
。

　

◎
信
越
…
新
潟
市
内
は

１
１
７
〜
９
円
、
上
越
市

内
は
１
１
５
〜
６
円
、
長

岡
市
内
は
１
１
５
〜
８
円

に
上
昇
し
、
１
１
０
円
割

れ
は
ほ
ぼ
姿
を
消
し
た
。

　

◎
北
関
東
…
群
馬
の
前

橋
・
高
崎
は
横
ば
い
で
、

フ
ル
１
２
４
〜
６
円
、
セ

ル
フ
１
１
８
〜
１
２
０

円
。
栃
木
も
横
ば
い
で
、

宇
都
宮
は
フ
ル
１
１
７
〜

１
２
０
円
、
セ
ル
フ
１
１

９
円
前
後
、
足
利
市
や
佐

野
市
は
１
１
９
〜
１
２
１

円
。
茨
城
は
水
戸
や
土
浦

市
内
が
横
ば
い
で
１
１
８

〜
１
２
０
円
だ
が
、
龍
ヶ

崎
市
や
牛
久
市
な
ど
が
値

下
が
り
し
１
１
４
〜
５
円

と
な
っ
た
。

　

◎
首
都
圏
…
埼
玉
は
ほ

ぼ
横
ば
い
で
、
県
央
部
・

南
部
１
１
９
〜
１
２
１

円
、
東
部
・
西
部
１
１
７

〜
９
円
。
千
葉
は
千
葉
市

内
や
成
田
市
内
が
１
１
３

〜
５
円
で
横
ば
い
。
都
内

の
主
要
幹
線
沿
い
は
や
や

軟
化
傾
向
な
が
ら
、
フ
リ

ー
１
２
０
円
前
後
が
多

い
。

　

◎
山
静
…
静
岡
は
全
県

的
に
横
ば
い
で
、
静
岡
市

内
が
セ
ル
フ
１
２
３
〜
５

円
、フ
ル
１
２
７
円
前
後
、

県
西
部
は
１
２
２
〜
４

円
、
東
部
は
１
１
８
〜
１

２
１
円
。
山
梨
は
値
下
が

り
し
、
セ
ル
フ
１
１
８
〜

１
２
４
円
、
フ
ル
１
２
４

〜
９
円
中
心
で
、
最
安
値

帯
は
１
１
３
〜
５
円
。

　

◎
東
海
…
愛
知
、三
重
、

岐
阜
と
も
に
久
々
の
安
定

推
移
。
愛
知
は
現
金
フ
リ

ー
１
２
２
〜
５
円
が
多

く
、
激
戦
地
の
常
滑
も
Ｐ

Ｂ
バ
ロ
ン
・
パ
ー
ク
１
０

７
円
、
コ
ス
ト
コ
と
イ
オ

ン
Ｓ
Ｓ
１
０
８
円
で
各
１

円
値
上
げ
し
た
。
知
多
〜

三
河
も
セ
ル
フ
が
３
〜
５

円
上
昇
し
て
１
２
０
円
に

接
近
。
三
重
も
一
部
１
１

０
円
前
後
が
残
る
も
の

の
、
大
半
は
１
２
０
円
台

　

全
石
連
近
畿
支
部
は
21

日
、
通
常
総
会
を
開
き
、

「
組
合
員
の
共
存
共
栄
を

目
指
す
」
こ
と
を
骨
子
と

す
る
今
年
度
事
業
計
画

と
、
総
額
１
８
０
０
万
円

の
予
算
案
な
ど
を
承
認
し

に
。
岐
阜
も
１
２
５
円
前

後
で
横
ば
い
。

　

◎
北
陸
…
富
山
、石
川
、

福
井
と
も
１
１
８
〜
１
２

５
円
で
安
定
。
Ｐ
Ｂ
カ
ナ

シ
ョ
ク
各
店
も
１
１
２
〜

６
円
で
推
移
し
て
い
る
。

　

◎
近
畿
…
全
体
的
な
底

上
げ
感
が
強
い
。
Ｐ
Ｂ
は

１
１
６
円
が
中
心
と
な

り
、
業
転
市
場
は
わ
ず
か

に
上
昇
基
調
に
あ
る
模

様
。
一
方
、
先
行
き
の
需

要
動
向
を
注
視
す
る
動
き

も
。阪
神
、京
阪
地
域
と
も

セ
ル
フ
平
均
１
２
０
円
。

　

◎
中
国
…
一
部
地
域
を

除
き
安
定
。
セ
ル
フ
は
横

ば
い
で
広
島
市
内
１
１
９

円
、山
口
市
内
１
２
２
円
、

宇
部
市
内
１
２
０
円
、
下

関
市
内
１
１
９
円
が
そ
れ

ぞ
れ
目
立
つ
。
た
だ
、
岡

山
市
内
中
心
部
は
５
円
程

度
軟
化
し
、
セ
ル
フ
１
１

７
円
が
増
え
て
い
る
。

　

◎
四
国
…
全
般
的
に
安

定
。
高
松
市
内
は
フ
ル
１

２
６
円
、
セ
ル
フ
１
２
４

円
が
主
流
。
愛
媛
県
新
居

浜
市
内
や
西
条
市
内
は
横

ば
い
で
セ
ル
フ
１
１
６
円

中
心
。
徳
島
市
と
周
辺
部

は
２
円
前
後
値
上
が
り
し

て
セ
ル
フ
１
２
０
円
表
示

が
増
加
し
て
い
る
。

　

◎
九
州
…
全
体
的
に
は

ほ
ぼ
横
ば
い
。
福
岡
市
中

心
部
で
は
１
２
５
円
前

後
、
周
辺
部
も
１
２
０
円

前
後
が
多
い
。一
時
は〝
陥

没
地
の
代
表
〞
と
言
わ
れ

た
熊
本
県
も
底
上
げ
が
進

ん
で
い
る
模
様
。
た
だ
、

九
州
全
域
に
安
値
量
販
店

が
点
在
し
て
い
る
た
め
、

周
辺
Ｓ
Ｓ
は
対
応
に
苦
慮

し
て
い
る
。

　

【
深
谷
＝
埼
玉
】
埼
玉

石
商
の
若
手
経
営
者
ら
で

組
織
す
る
ニ
ュ
ー
ウ
ェ
ー

ヴ
21
（
斎
藤
英
昭
会
長
）

は
こ
の
ほ
ど
、
埼
玉
県
深

谷
市
で
通
常
総
会
を
開
催

し
、
国
の
政
策
、
石
油
・

自
動
車
産
業
界
な
ど
の
情

報
収
集
に
よ
る
討
論
会
や

勉
強
会
の
実
施
、
Ｓ
Ｓ
未

来
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
県
中
小

企
業
団
体
中
央
会
へ
の
参

加
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
新

年
度
事
業
計
画
な
ど
全
提

出
議
案
を
承
認
し
た
。

　

ま
た
、
総
会
終
了
後
に

は
全
石
連
職
員
が
全
石
連

の
取
り
組
み
、
森
洋
新
会

長
の
就
任
に
伴
う
組
織
体

制
な
ど
に
つ
い
て
説
明
す

る
と
と
も
に
、
石
油
販
売

業
界
の
課
題
や
国
の
石
油

政
策
を
報
告
し
た
。

　

斎
藤
会
長
（
写
真
）
は

「
近
県
で
は
多
く
の
人
数

で
青
年
部
を
再
ス
タ
ー
ト

さ
せ
て
い
る
。
20
年
と
い

う
歴
史
を
持
つ
当
会
の

会
員
が
伸
び
悩
ん
で
い
る

　
【
中
標
津
町
＝
北
海
道
】

釧
路
市
に
本
社
を
置
く
老

舗
特
約
店
の
北
海
シ
ェ
ル

石
油
（
四
十
物
祐
吉
社
長

・
昭
シ
ェ
ル
系
）
は
18
日
、

根
室
管
内
中
標
津
町
の
養

老
牛
温
泉
で
、
創
立
90
周

年
記
念
式
典
を
開
催
し

た
。

　

式
典
に
は
Ｓ
Ｓ
ス
タ
ッ

フ
ら
全
社
員
と
来
賓
が
出

席
。
四
十
物
社
長
が
あ
い

さ
つ
に
立
ち
、
同
社
の
礎

を
築
い
た
先
輩
諸
氏
に
感

謝
し
た
う
え
で
、
「
１
０

０
年
、
１
１
０
年
に
向
け

て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と

社
員
を
励
ま
し
た
（
詳
報

は
次
回
北
海
道
版
に
掲
載

予
定
）
。

こ
と
は
残
念
だ
。
皆
様
の

協
力
を
得
て
、
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
」
と
述
べ

た
。

た
。
任
期
満
了
に
伴
う
役

員
改
選
で
は
西
尾
恒
太
支

部
長
の
６
選
を
決
定
し

た
。

　

西
尾
支
部
長
は
16
日
に

開
か
れ
た
全
石
連
・
全
国

石
油
協
会
神
戸
総
会
に
つ

い
て
役
員
に

謝
意
を
表
す

と
と
も
に
、

「
元
売
再
編

が
進
め
ば
弱

い
と
こ
ろ
に

し
わ
寄
せ
が

く
る
。
石
油

業
界
は
こ
う

し
た
点
に
配

慮
し
、
消
費

者
の
こ
と
も

考
慮
し
て
バ

ラ
ン
ス
の
良

い
方
向
に
向
か
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め

に
組
織
が
結
束
し
、
英
知

を
結
集
し
て
い
き
た
い
」

と
所
信
を
訴
え
た
。

　

来
賓
の
市
原
秋
男
近
畿

経
済
産
業
局
資
源
エ
ネ
ル

ギ
ー
環
境
部
長
は
「
こ
れ

か
ら
も
災
害
時
に
備
え
て

Ｓ
Ｓ
が
最
後
の
砦
と
し
て

の
機
能
を
果
た
せ
る
よ
う

支
援
し
た
い
」と
述
べ
た
。

ー
で
技
術
開
発
を
興
し
、

世
の
中
に
な
い
も
の
を
創

り
出
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
エ
ネ
ル
ギ
ー

セ
ク
タ
ー
も
、
様
々
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
源
に
お
い
て
切

磋
琢
磨
し
な
が
ら
技
術
革

新
を
興
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
先
の
熊
本

地
震
で
も
明
ら
か
に
な
っ

た
よ
う
に
、
日
本
で
は
石

油
が
な
け
れ
ば
生
き
て
い

け
な
い
と
い
う
こ
と
を
印

象
付
け
た
。
た
だ
、
永
遠

に
石
油
が
使
わ
れ
続
け
る

訳
で
は
な
い
。
経
営
努
力

や
技
術
開
発
が
重
要
」と
、

Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
が
取
り
組
む
石

油
技
術
開
発
に
期
待
を
寄

せ
た
。

　
福
島
県
の
震
災
被
災

児
童
支
援
に
寄
附
金

太　

陽

　

太
陽
石
油
は
先
ご
ろ
、

福
島
県
庁
を
訪
問
し
、「
東

日
本
大
震
災
ふ
く
し
ま
こ

ど
も
寄
附
金
」
の
贈
呈
式

に
出
席
し
た
。寄
附
金
は
、

震
災
で
保
護
者
が
死
亡
・

行
方
不
明
と
な
っ
た
児
童

に
対
し
、
生
活
や
修
学
な

ど
の
支
援
活
動
に
充
て
ら

れ
る
。
岡
豊
社
長
が
目
録

を
贈
呈
し
、
内
堀
雅
雄
福

島
県
知
事
か
ら
感
謝
状
を

受
け
た
。

　

岡
社
長
（
写
真
㊨
）
は

「
な
ん
と
か
福
島
県
の
役

に
立
ち
た
い
と
考
え
て
い

た
。
今
後
も
継
続
し
て
支

援
を
続
け
て
い
き
た
い
」

と
の
意
向
を
示
し
、
内
堀

知
事
は
「
継
続
的
な
支
援

は
県
民
に
と
っ
て
も
嬉
し

い
こ
と
。
子
ど
も
た
ち
や

福
島
の
た
め
に
大
切
に
使

い
た
い
」
と
述
べ
た
。

　

石
油
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術

セ
ン
タ
ー（
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）が

先
ご
ろ
開
い
た
通
常
理
事

会
後
の
懇
親
会
で
あ
い
さ

つ
に
立
っ
た
月
岡
隆
理
事

長
（
出
光
興
産
社
長
＝
写

真
）
は
、
「
無
資
源
国
で

あ
る
日
本
が
エ
ネ
ル
ギ
ー

分
野
に
お
け
る
技
術
開
発

を
た
ゆ
ま
な
く
行
う
こ
と

が
重
要
で
、
そ
れ
が
国
際

貢
献
に
つ
な
が
る
。
Ｊ
Ｐ

Ｅ
Ｃ
の
技
術
開
発
基
盤
を

さ
ら
に
磨
く
た
め
、
役
職

員
一
同
努
力
と
研
鑽
を
図

っ
て
い
く
」
と
抱
負
を
述

べ
た
。
来
賓
あ
い
さ
つ
で

は
藤
井
敏
彦
資
源
エ
ネ
ル

ギ
ー
庁
資
源
・
燃
料
部
長

（
当
時
）
が
、
「
日
本
は

今
後
も
あ
ら
ゆ
る
セ
ク
タ

　
【
甲
府
】山
梨
石
商（
西

川
一
也
理
事
長
）は
21
日
、

甲
府
市
内
で
支
部
長
会
を

開
催
し
、
県
主
催
の
「
全

席
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用
推
進

の
日
」
強
化
月
間
へ
の
協

力
を
呼
び
か
け
た
ほ
か
、

Ｖ
Ｏ
Ｃ
対
策
に
つ
い
て
解

説
し
た
。

　

西
川
理
事
長
（
写
真
）

は
「
Ｖ
Ｏ
Ｃ
問
題
で
、
Ｓ

Ｓ
で
対
策
が
求
め
ら
れ
る

と
負
担
が
大
き
く
、
地
下

タ
ン
ク
問
題
と
同
じ
よ
う

に
廃
業
す
る
Ｓ
Ｓ
が
続
出

す
る
と
思
わ
れ
る
。
支
部

に
戻
っ
て
話
し
て
ほ
し

い
」
と
呼
び
か
け
た
。
ま

た
、
全
石
連
が
森
洋
新
体

制
に
な
っ
た
こ
と
に
触

れ
、
「
関
正
夫
前
会
長
は

長
い
間
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

　

群
馬
石
商
（
小
野
里

克
巳
理
事
長
）
は
７
月

12
日
、
前
橋
市
で
石
油

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す

る
。
参
加
費
は
無
料
だ

が
、
会
場
が
満
席
に
な

り
次
第
締
め
切
る

た
め
早
め
の
申
し

込
み
を
呼
び
か
け

て
い
る
。
受
講
申

込
み
は
７
月
１
日

ま
で
に
専
用
申
込

み
用
紙
で
組
合
事

務
局
へ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

（
０
２
７
―
２
５

１
―
１
７
７
１
）

ま
た
は
、電
話（
０

２
７
―
２
５
１
―

１
８
８
８
）
で
受
け
付

け
て
い
る
。

　

当
日
は
講
師
に
東
洋

大
学
経
営
学
部
の
小
嶌

正
稔
教
授
を
招
き
、「
業

界
再
編
下
の
石
油
販
売

業
界
の
成
長
戦
略
」
と

題
し
て
基
調
講
演
を
行

う
。
ま
た
、
講
演
会
に

先
立
っ
て
石
油
連
盟
、

日
本
ガ
ス
石
油
機
器
工

業
会
か
ら
業
界
の
現
状

と
今
後
の
報
告

や
、
石
油
暖
房
機

器
メ
ー
カ
ー
に
よ

る
機
器
の
紹
介
、

展
示
説
明
会
を
実

施
す
る
。
講
演
会

の
企
画
・
運
営
は
、

青
年
部
会
（
真
下

竜
介
会
長
）
が
担

当
す
る
。

　

開
催
会
場
は
ア

ニ
バ
ー
サ
リ
ー
コ

ー
ト
ラ
シ
ー
ネ
新
前
橋

（
前
橋
市
古
市
町
１
―

35
―
１
）
で
、
午
後
１

時
30
分
か
ら
４
時
30
分

ま
で
を
予
定
し
て
い

る
。

プ
を
発
揮
し
て
い
た
だ
い

た
が
、
問
題
が
多
く
大
変

だ
っ
た
と
思
う
。
新
体
制

で
は
50
代
の
役
員
も
登
用

し
て
組
織
が
若
返
っ
た
。

副
会
長
の
増
員
や
経
営
相

談
室
の
設
置
も
含
め
て
い

ろ
い
ろ
と
考
え
て
い
る
の

で
、
積
極
的
に
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
し
て
い
き
た
い
」
と

期
待
を
寄
せ
た
。
一
方
、

市
場
動
向
に
つ
い
て
は

「
潰
し
合
い
を
や
る
た
め

に
Ｓ
Ｓ
業
界
が
あ
る
訳
で

は
な
い
。
利
益
を
き
ち
ん

と
出
し
て
社
会
貢
献
す
る

こ
と
こ
そ
が
企
業
の
在
り

方
。
少
子
高
齢
化
や
市
場

縮
小
の
中
、
根
本
的
に
考

え
方
を
変
え
て
い
く
必
要

が
あ
る
」
と
採
算
販
売
の

必
要
性
を
訴
え
た
。

今週の 市況
6月第4週

結束で厳しい時代を生き抜くことを確認した
全石連近畿支部

■ＳＳ店頭市況週動向調査・６／20
レギュラー （単位：￥／Ｌ、↑値上げ、→同値、↓値下げ）

北海道 121.6 ↓ 静　岡 125.8 ↑ 鳥　取 123.7 ↑
青 森 123.6 ↓ 山　梨 125.0 ↑ 島　根 127.3 ↑
岩 手 121.3 ↑ 愛　知 123.3 ↑ 山　口 124.4 ↑
宮 城 121.7 ↓ 三　重 123.9 ↑ 徳　島 122.9 ↑
福 島 125.7 ↓ 岐　阜 125.0 ↑ 高　知 124.7 →
秋 田 119.9 ↓ 富　山 124.2 → 愛　媛 123.8 ↓
山 形 124.4 ↑ 石　川 122.7 ↓ 香　川 122.3 ↑
新 潟 121.6 ↑ 福　井 126.1 ↑ 福　岡 125.3 ↑
長 野 126.5 ↑ 滋　賀 122.5 ↑ 大　分 126.5 ↑
群 馬 122.8 ↓ 京　都 125.3 ↑ 佐　賀 127.1 ↑
栃 木 123.0 ↓ 大　阪 122.6 ↑ 長　崎 130.8 ↓
茨 城 121.1 ↑ 奈　良 124.4 ↑ 熊　本 125.1 ↑
千 葉 119.8 ↑ 和歌山 123.3 ↓ 宮　崎 122.6 ↑
埼 玉 120.0 ↑ 兵　庫 122.2 ↑ 鹿児島 131.1 ↑
東 京 126.7 ↑ 岡　山 120.7 ↓ 沖　縄 134.2 ↑
神奈川 122.7 ↑ 広　島 123.0 ↑ 全　国 124.0 ↑

７月12日に石油セミナー群　
　馬

若
手
の
力
示
そ
う

埼
玉
・
ニ
ュ
ー

ウ
ェ
ー
ヴ
21

山　
　

梨　

Ｖ
Ｏ
Ｃ
問
題
の
注
視
を

近
畿
支
部　

い
ま
こ
そ
英
知
結
集
を

エ
ネ
技
術
開
発

こ
そ
国
際
貢
献

創
立
100
周
年
へ

向
け
頑
張
ろ
う

Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｃ

釧
路
・
北
海
シ
ェ
ル

大
勢
は
安
定
基
調
続
く

軟
化
す
る
安
値

量
販
グ
ル
ー
プ

北海道

常
滑
の
Ｐ
Ｂ
も

１
円
上
方
修
正

愛 知

結
束
を
力
と
し
て
各
地
区

総（
代
）会

DATA コーナー

■国内供給統計（石連週報）・６月第３週末 （単位：千ＫＬ、％）
東日本 西日本 合　計 前週比 前月比 前年比

①原油処理量 1,970.7 1,282.8 3,253.5 98.5% 88.8% 106.8%
②製油所稼働率 72.8 83.3 76.6 ▲1.1 ▲9.7 6.7
③石油製品在庫量

ガソリン 999.7 892.5 1,892.1 101.7% 103.6% 107.1%
灯　　油 1,208.4 524.1 1,732.4 103.4% 122.2% 108.2%
軽　　油 738.2 707.5 1,445.7 96.5% 78.6% 85.2%
Ａ 重 油 490.8 330.7 821.5 100.4% 98.9% 102.2%
６油種計 5,126.7 3,835.9 8,962.6 100.8% 97.2% 101.9%

④製品出荷量推計
ガソリン 599.2 337.4 936.6 100.4% 99.9% 108.1%
灯　　油 42.6 29.2 71.7 123.0% 42.7% 171.7%
軽　　油 389.2 258.9 648.0 115.4% 120.7% 122.3%
Ａ 重 油 81.2 84.2 165.4 84.9% 83.3% 88.8%
６油種計 1,247.5 830.5 2,077.9 102.3% 94.2% 107.2%

16：30現在 前日比 限月 16：30現在 前日比

（前日出来高1,199枚） ガソリン （前日出来高35枚）

44,610 △310 ⑦限月 44,260 △100
44,930 △550 ⑧限月 44,300  0
44,490 △530 ⑨限月 44,300 △700
43,890 △570 ⑩限月 42,500 △500
43,580 △580 ⑪限月 42,500 △1,000
43,480 △610 ⑫限月 42,000 △500

（前日出来高456枚） 灯　油 （前日出来高6枚）

40,420 △470 ⑦限月 40,100 △350
41,200 △590 ⑧限月 40,900 △600
42,200 △570 ⑨限月 41,300  0
43,400 △560 ⑩限月 41,500  0
44,170 △570 ⑪限月 42,800  0
44,740 △580 ⑫限月 43,200  0

（前日出来高0枚） 軽　油
41,000 △600 ⑦限月
41,000 △600 ⑧限月
41,000 △600 ⑨限月
41,000 △600 ⑩限月
41,000 △600 ⑪限月
41,000 △600 ⑫限月

△値上げ、▲値下げ◇ストップ高、◆ストップ安、単位：￥／ＫＬ

（京浜海上：１枚＝50ＫＬ） 　（伊勢湾油槽所：１枚＝20ＫＬ）

■石油先物市場・６／22

　　東京商品取引所 　中京石油市場

前日比

国内
指標

＄／Ｂ 46.65（△0.13）
￥／ＫＬ 30,980 （△309）

ＷＴＩ
＄／Ｂ 48.85（▲1.11）
￥／ＫＬ 32,441 （▲498）

原油指標
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小
樽
地
方
石
協
（
荒
田

一
正
理
事
長
）は
先
ご
ろ
、

小
樽
で
開
い
た
２
０
１
６

年
度
通
常
総
会
で
任
期
満

了
に
伴
う
役
員
改
選
を
行

い
、
２
期
４
年
務
め
た
荒

田
理
事
長
の
後
任
に
、
杉

江
俊
太
郎
副
理
事
長
（
杉

商
・
Ｊ
Ｘ
系
）
の
昇
格
を

決
め
た
。
ま
た
、
新
た
に

川
山
和
重
氏
（
河
辺
石
油

・
昭
シ
ェ
ル
系
）
を
副
理

事
長
陣
に
加
え
た
。

　

荒
田
理
事
長
は
あ
い
さ

つ
で
「
小
樽
は
災
害
の
心

配
が
少
な
い
と
言
わ
れ
る

が
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
な

る
我
々
Ｓ
Ｓ
は
備
え
を
万

全
に
し
た
い
。
特
に
発
電

機
は
中
核
Ｓ
Ｓ
だ
け
に
任

せ
ず
に
、
も
う
少
し
普
及

さ
せ
た
い
」
と
述
べ
た
。

　

役
員
改
選
で
選
出
さ
れ

た
杉
江
新
理
事
長
は
「
組

合
に
入
っ
て
い
る
こ
と
が

プ
ラ
ス
と
実
感
で
き
る
活

動
を
し
て
い
き
た
い
」
と

意
気
込
み
を
語
っ
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
次
世
代
自

動
車
研
修
の
継
続
実
施
を

盛
り
込
ん
だ
新
年
度
事
業

計
画
な
ど
全
提
出
議
案
を

原
案
通
り
了
承
し
た
。

　

〈
新
執
行
部
＝
敬
称

略
〉

　

▽
理
事
長
＝
杉
江
俊
太

郎
　

▽
副
理
事
長
＝
種
谷
健

一（
六
光
石
油
・
出
光
系
）、

上
参
郷
光
祐
（
樽
石
・
Ｊ

Ｘ
系
）
以
上
留
任
、
川
山

和
重
・
新
任

　

釧
根
地
方
石
協
（
四
十

物
祐
吉
理
事
長
）
は
先
ご
ろ
、
釧
路
で
開
い
た
２
０

１
６
年
度
通
常
総
会
で
任

期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選

を
行
い
、
四
十
物
理
事
長

の
８
選
を
決
め
た
。ま
た
、

副
理
事
長
は
４
人
が
留

任
、
栗
林
延
年
氏
（
三
ッ

輪
商
会
社
長
・
Ｊ
Ｘ
系
）

を
新
任
し
た
。

　

四
十
物
理
事
長
は
再
選

の
あ
い
さ
つ
で
、
「
あ
と

２
年
頑
張
ら
せ
て
も
ら

う
。
組
合
員
の
協
力
を
今

後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

す
る
」
と
述
べ
た
。

　

議
事
で
は
役
員
改
選
の

ほ
か
、
当
期
利
益
２
９
９

万
円
を
含
む
総
額
４
億
６

５
３
７
万
円
の
15
年
度
収

支
決
算
な
ど
、
全
提
出
議

案
を
原
案
通
り
了
承
し

た
。

　

〈
新
執
行
部
と
新
任
理

事
＝
敬
称
略
〉

　

▽
理
事
長

＝
四
十
物
祐

吉
（
北
海
シ

ェ
ル
石
油
・

昭
シ
ェ
ル
系
）

　

▽
副
理
事

長
＝
濱
屋
勝

美
（
釧
路
ア

ポ
ロ
石
油
・

出
光
系
）
、

伊
木
繁
樹

（
釧
路
石
炭

販
売
・
Ｅ
Ｍ

Ｇ
系
）
、
佐

々
木
隆
（
根
室
石
油
・
Ｊ

Ｘ
系
）
、
豊
田
高
明
（
酪

農
協
販
商
事
・
出
光
系
）

以
上
留
任
、
栗
林
延
年
・

新
任

　

▽
新
任
理
事
＝
魚
谷
直

世
（
ナ
オ
エ
ー
石
油
）
、

下
田
剛
士
（
北
日
本
石

油
）
、
戸
田
千
里
（
標
津

ア
ポ
ロ
石
油
）石

連
道
Ｓ
Ｃ

札
幌
で
29
日
に

16
年
度
総
会

　

石
油
連
盟
北
海
道
シ
ス

テ
ム
セ
ン
タ
ー
（
今
井
祐

介
所
長
）
は
、
北
海
道
石

油
シ
ス
テ
ム
推
進
協
議
会

の
２
０
１
６
年
度
総
会
を

29
日
午
後
１
時
30
分
か

ら
、
札
幌
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
（
中
央
区
北
１
西
４
）

で
開
催
す
る
。

　

石
油
連
盟
北
海
道
シ
ス

テ
ム
セ
ン
タ
ー
（
今
井
祐

介
所
長
）な
ど
の
主
催
で
、

今
夏
も
石
油
販
売
業
者
を

対
象
と
し
た
「
北
海
道
地

区
石
油
セ
ミ
ナ
ー
」
が
全

道
３
ヵ
所
で
、
ま
た
、
工

務
店
な
ど
を
対
象
と
し
た

「
全
道
住
宅
セ
ミ
ナ
ー
」

が
４
ヵ
所
で
順
次
開
催
さ

れ
る
。

　

今
年
で
８
年
連
続
で
の

開
催
と
な
る
石
油
セ
ミ
ナ

ー
は
、全
石
連
、北
石
連
、

各
地
方
石
協
の
後
援
で
北

見
、
旭
川
、
函
館
の
３
会

場
で
行
わ
れ
る
。

　

基
調
講
演
は
北
見
、
旭

川
で
は
垣
見
裕
司
氏
（
垣

見
油
化
）
が
「
日
本
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
情
勢
と
目
指
す

べ
き
エ
ネ
ル
ギ
ー
販
売

業
」
を
テ
ー
マ
に
行
う
。

函
館
で
は
小
野
田
敬
氏

（
ア
ビ
ー
ム
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
）
が
「
電
力
・
ガ

ス
自
由
化
に
よ
る
石
油
販

売
業
へ
の
影
響
と
打
ち
手

〜
販
売
戦
略
か
ら
顧
客
戦

略
へ
の
転
換
へ
〜
」
に
つ

い
て
を
予
定
し
て
い
る
。

　

今
年
か
ら
４
会
場
に
拡

充
さ
れ
た
住
宅
セ
ミ
ナ
ー

は
、
帯
広
、
札
幌
、
中
標

津
、
室
蘭
で
行
わ
れ
る
。

特
別
講
演
は
帯
広
と
札
幌

で
は
相
模
稔
氏
（
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
ス
タ
ジ
オ
新
潟
）

が
「
小
さ
な
工
務
店
の
経

営
戦
略
」
を
、
中
標
津
と

室
蘭
で
は
山
本
亜
耕
氏

（
山
本
亜
耕
建
設
設
計
事

務
所
）
が
「
環
境
住
宅
の

こ
れ
か
ら
」
を
テ
ー
マ
に

行
う
予
定
。

　

ま
た
、
両
セ
ミ
ナ
ー
と

も
石
油
機
器
メ
ー
カ
ー
各

社
に
よ
る
最
新
石
油
機
器

の
展
示
会
を
併
せ
て
開
催

す
る
。
両
セ
ミ
ナ
ー
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
次
の
通
り

（
開
催
地
区
・
会
場
）
。

開
催
時
間
は
い
ず
れ
も
午

後
１
時
（
12
時
30
分
受
付

開
始
）
か
ら
３
時
30
分
ま

で
。

　

〈
石
油
セ
ミ
ナ
ー
〉

　

▽
７
月
12
日
＝
北
見
・

北
見
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

　

▽
13
日
＝
旭
川
・
旭
川

市
国
際
会
議
場

　

▽
21
日
＝
函
館
・
函
館

市
民
会
館

　

〈
住
宅
セ
ミ
ナ
ー
〉

　

▽
７
月
４
日
＝
帯
広
・

十
勝
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

　

▽
５
日
＝
札
幌
・
北
海

道
自
治
労
会
館

　

▽
11
日
＝
中
標
津
・
ト

ー
ヨ
ー
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

　

▽
22
日
＝
室
蘭
・
室
蘭

市
文
化
セ
ン
タ
ー

　今月８日開催の釧根を最後に、３月期決算を採用している９地方石
協の2016年度通常総会がすべて終了した。今期はこのうち５石協が任
期満了に伴う役員改選を行い、函館、苫小牧、千歳、釧根では現職理
事長が留任し、小樽は杉江俊太郎理事長を新任した。

０
１
１
（
８
２
２
）
８
１
１
７

北
海
道
支
局（

）

札
幌
市
豊
平
区
平
岸
１
条

６‒

３‒
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北
海
道
石
油
会
館

北
海
道「

石
油
の
時
代
は
ま
だ
続
く
」

と
語
る
四
十
物
理
事
長

９地方石協　　

釧 根

四
十
物
理
事
長
を
８
選

今
後
と
も
活
動
に
協
力
を

今
夏
も
石
油
＆
住
宅
セ
ミ
ナ
ー

最
新
石
油
機
器
展
示
会
も

　

札
幌
地
方
石
協
（
河
辺
善
一
理

事
長
）
の
傘
下
組
織
、
札
幌
オ
イ

ル
セ
ー
ル
ス
マ
ン
ク
ラ
ブ
（
曽
山

昌
信
幹
事
長
）
は
先
ご
ろ
、
こ
の

時
期
恒
例
の
「
会
社
で
！
家
族
で

！　

イ
チ
ゴ
狩
り
」を
実
施
し
た
。

　
「
せ
き
ゆ
け
ん
ぽ
」や
本
紙「
ぜ

ん
せ
き
」
な
ど
の
協
賛
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、
組
合
員
、
従

業
員
と
そ
の
家
族
な
ど
50
人
近
く

が
参
加
。
河
辺
理
事
長
、
北
石
連

の
伊
藤
豊
会
長
も
例
年
通
り
参
加

し
、
仲
間
た
ち
と
楽
し
い
１
日
を

過
ご
し
た
。

　

昨
年
に
続
い
て
好
天
に
恵
ま
れ

た
一
行
は
、
壮
瞥
町
の
果
樹
園
で

イ
チ
ゴ
狩
り
を
楽
し
ん
だ
後
、
毎

回
好
評
の
洞
爺
湖
畔
の
ペ
ン
シ
ョ

ン
お
お
の
に
場
所
を
移
動
。
河
辺

理
事
長
の
乾
杯
で
始
ま
っ
た
バ
ー

ベ
ー
キ
ュ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
は
例
年

同
様
に
盛
り
上
が
り
、
仲
間
た
ち

と
の
親
睦
を
さ
ら
に
深
め
た
。

札
幌
オ
イ
ル
セ
ー
ル
ス
マ
ン
ク
ラ
ブ

恒例イチゴ狩りに50人

杉
江
新
理
事
長（
左
か
ら
４
人
目
）

を
囲
ん
で
の
記
念
写
真

「楽しみましょう」
と開宴あいさつする
河辺理事長

混み合うハウス内でイチゴを味わった

杉
江
新
理
事
長
が
誕
生

万
が
一
へ
の
備
え
万
全
に
小　樽

四

国

０
８
２
（
２
６
４
）
６
６
２
３

中
国
支
局
（

）

広
島
市
南
区
的
場
町
１‒

７‒

20

広
島
県
石
油
会
館
２
階

　

徳
島
石
商
・
協
（
藤
川

禎
造
理
事
長
）
は
、
こ
の

ほ
ど
開
催
し
た
総
代
会

で
、
全
石
連
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
で
あ
る
「
組
合
活
動
を

通
じ
て
経
営
を
改
革
し
よ

う
」
を
踏
襲
し
な
が
ら
、

組
合
と
組
合
員
が
一
丸
と

な
っ
て
事
業
活
動
を
展
開

し
、
Ｓ
Ｓ
業
界
の
安
定
化

を
目
指
し
て
い
く
こ
と
を

確
認
し
た
。

　

徳
島
県
内
で
も
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
車
を
は
じ
め
と
す

る
省
燃
費
車
の
普
及
や
少

子
高
齢
化
な
ど
に
よ
っ
て

ガ
ソ
リ
ン
の
需
要
は
減
少

し
て
き
て
お
り
、
月
間
平

均
で
２
０
１
５
年
に
は
10

年
前
と
比
較
し
約
６
千
㌔

㍑
減
少
し
２
万
５
千
㌔
㍑

と
な
っ
て
い
る
。
加
え
て

相
変
わ
ら
ず
続
く
激
し
い

価
格
競
争
に
よ
っ
て
組
合

員
Ｓ
Ｓ
の
経
営
状
態
は
非

常
に
厳
し
い
も
の
と
な
っ

て
い
る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

組
合
で
は
「
石
油
は
今
後

も
活
用
し
て
い
く
重
要
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
」
と
国
の

基
本
計
画
で
位
置
付
け
ら

れ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ

て
、
変
化
に
挑
戦
す
る
商

売
を
し
、
存
続
し
て
い
く

た
め
に
各
方
面
の
実
情
、

知
識
を
取
得
し
、
意
識
を

大
き
く
転
換
さ
せ
、
燃
料

の
み
な
ら
ず
他
の
商
品
で

の
利
益
確
保
が
大
事
な
時

期
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
組

合
員
と
と
も
に
、
補
助
事

業
の
積
極
的
な
普
及
促

進
、
共
同
事
業
の
拡
大
と

利
用
促
進
、
組
織
の
再
構

築
と
若
返
り
な
ど
の
事
業

を
展
開
し
て
い
く
」
こ
と

に
し
て
い
る
。

　

高
知
石
商
・
協
（
武
井

勝
一
理
事
長
）
は
、
先
ご

ろ
開
催
し
た
通
常
総
会
で

「
融
和
と
協
調
の
理
念
に

基
づ
い
て
創
意
工
夫
を
凝

ら
し
、
団
結
の
も
と
に
各

種
事
業
を
展
開
し
て
い

く
」
こ
と
を
確
認
し
、
本

格
的
な
事
業
活
動
に
乗
り

出
し
た
。

　

高
知
県
内
で
も
省
燃
費

・
次
世
代
自
動
車
の
普
及
、

若
者
の
車
離
れ
な
ど
に
よ

る
需
要
減
少
に
伴
っ
て
Ｓ

Ｓ
業
界
の
収
益
環
境
は
厳

し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

こ
の
ま
ま
の
状
況
が
続
け

ば
、
地
域
に
お
け
る
石
油

製
品
の
安
定
供
給
に
も
支

障
が
生
じ
て
く
る
こ
と
か

ら
「
足
元
の
商
売
を
見
つ

め
直
し
、
適
正
マ
ー
ジ
ン

が
確
保
で
き
る
末
端
市

場
、
将
来
に
投
資
可
能
な

利
益
確
保
が
で
き
る
業
界

環
境
に
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
」
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
組
合
と
し
て

も
、
融
和
と
協
調
の
理
念

に
基
づ
き
①
品
質
管
理
並

び
に
施
設
管
理
に
は
日
ご

ろ
か
ら
高
い
意
識
を
持

ち
、
顧
客
と
の
信
頼
関
係

を
高
め
る
②
公
正
競
争
ル

ー
ル
に
則
り
、
さ
ら
に
原

価
意
識
に
徹
し
た
経
営
基

盤
の
安
定
と
効
率
化
を
図

り
、
常
に
適
正
な
利
益
が

得
ら
れ
る
経
営
を
構
築
す

る
③
災
害
時
に
お
い
て
迅

速
か
つ
的
確
に
石
油
製
品

を
供
給
で
き
る
中
核
的
拠

点（
中
核
Ｓ
Ｓ
、小
口
配
送

拠
点
Ｓ
Ｓ
）
の
体
制
を
さ

ら
に
強
化
し
て
い
く
―
こ

と
を
中
心
と
す
る
各
種
事

業
に
対
し
て
創
意
工
夫
を

凝
ら
し
な
が
ら
推
進
し
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

香
川
石
商
の
若
手
組
織

「
オ
リ
ー
ブ
会
」
（
角
野

恵
太
会
長
）
は
こ
の
ほ
ど

高
松
市
内
で
通
常
総
会
を

開
催
し
、
新
入
会
員
募
集

活
動
を
は
じ
め
と
し
て
例

年
実
施
し
て
い
る
研
修
旅

行
・
研
修
会
な
ど
を
積
極

的
に
実
施
し
て
い
く
こ
と

を
確
認
し
た
。

　

オ
リ
ー
ブ
会
は
７
月
か

ら
８
月
に
か
け
て
東
讃
、

中
讃
、
西
讃
の
３
地
区
で

新
入
会
員
の
募
集
活
動
を

行
う
ほ
か
、
９
月
に
は
研

修
旅
行
、
11
月
は
講
師
を

招
い
て
の
研
修
会
、
来
年

る
。

　

こ
の
要
請
は
消
費
者
に

も
行
っ
て
い
る
が
、
Ｓ
Ｓ

に
対
し
て
は
①
飛
び
込
み

で
安
い
ガ
ソ
リ
ン
の
売
り

込
み
が
あ
っ
た
②
荷
卸
し

時
に
変
な
に
お
い
が
し
た

③
ガ
ソ
リ
ン
以
外
に
ガ
ソ

リ
ン
車
用
燃
料
の
売
り
込

み
が
あ
っ
た
―
な
ど
が
あ

っ
た
場
合
は
０
８
７
―
８

３
１
―
３
１
１
１
（
内
線

４
１
６
）
に
情
報
提
供
し

て
欲
し
い
と
し
て
い
る
。

掛
け
て
い
る
。
不
正
ガ
ソ

リ
ン
と
は
、
正
規
の
ガ
ソ

リ
ン
に
ガ
ソ
リ
ン
以
外
の

灯
油
や
ア
ル
コ
ー
ル
燃
料

な
ど
を
混
ぜ
た
も
の
で
、

車
に
悪
影
響
が
あ
る
だ
け

で
な
く
、
揮
発
油
税
の
脱

税
行
為
に
な
る
恐
れ
が
あ

　

高
松
国
税
局
は
、
四
国

内
の
Ｓ
Ｓ
経
営
者
に
対
し

て
「
不
正
ガ
ソ
リ
ン
に
関

す
る
情
報
提
供
」
を
呼
び

１
月
に
は
新
年
会
を
予
定

し
て
い
る
。

　

な
お
、
前
年
度
は
べ
ー

パ
ー
回
収
装
置
研
修
、
労

務
管
理
研
修
や
岐
阜
石
商

青
年
部
会
と
の
交
流
会
、

韓
国
研
修
旅
行
、
大
野
啓

太
郎
国
会
議
員
と
の
交
流

・
懇
親
会
な
ど
の
活
動
を

行
っ
て
い
る
。

媛
県
松
山
市
内
に
あ
る
コ

ス
モ
松
山
石
油
で
軽
油
と

灯
油
を
ド
ラ
ム
缶
に
給
油

を
受
け
、
こ
れ
を
宿
毛
市

総
合
運
動
公
園
ま
で
輸

送
。
そ
こ
で
高
知
県
職
員

が
燃
料
を
受
領
し
仮
設
ミ

ニ
Ｓ
Ｓ
を
設
置
し
て
緊
急

車
両
、
地
域
住
民
に
給
油

す
る
と
い
う
も
の
。
仮
設

ミ
ニ
Ｓ
Ｓ
は
昨
年
の
６
月

に
高
知
県
四
万
十
町
内
で

の
給
油
訓
練
時
に
全
国
で

初
め
て
設
置
し
て
い
る
。

　

一
方
、
Ｓ
Ｓ
関
連
で
は

四
万
十
市
に
あ
る
野
並
商

事
・
中
村
東
Ｓ
Ｓ
（
野
並

昭
仁
代
表
・
Ｅ
Ｍ
Ｇ
系
）

が
、
計
量
機
の
電
源
を
切

り
、
高
知
県
の
補
助
を
受

け
て
導
入
し
て
い
る
自
家

用
発
電
機
を
稼
働
さ
せ
て

緊
急
車
両
（
当
日
は
パ
ト

カ
ー
）
へ
の
給
油
訓
練
を

実
施
し
た
。

　

こ
の
訓
練
に
は
四
国
経

産
局
、
高
知
県
危
機
管
理

担
当
者
、
地
元
警
察
、
近

く
に
あ
る
Ｓ
Ｓ
現
場
ス
タ

ッ
フ
な
ど
が
見
学
に
来
て

い
た
。

　

ま
た
、
県
民
に
防
災
意

識
を
高
め
て
も
ら
い
、
自

主
防
災
活
動
の
推
進
や
、

地
域
に
お
け
る
防
災
意
識

の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
狙

っ
た
地
域
防
災
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
は
宿
毛
市
内
の
す

く
も
84
マ
リ
ン
タ
ー
ミ
ナ

ル
で
「
防
災
フ
ェ
ス
タ
㏌

宿
毛
２
０
１
６
」
と
し
て

開
催
さ
れ
た
。

　

防
災
訓
練
は
宿
毛
市
総

合
運
動
公
園
を
メ
イ
ン
会

場
と
し
て
実
施
さ
れ
た
。

高
知
県
か
ら
燃
料
の
輸
送

要
請
を
受
け
た
自
衛
隊
第

14
旅
団
の
ト
ラ
ッ
ク
が
愛

　

高
知
県
は
こ
の
ほ
ど
「
平
成
28
年
度
総
合
防
災
訓

練
・
地
域
防
災
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
し
た
が
、

今
回
の
防
災
訓
練
に
は
高
知
石
商
お
よ
び
組
合
員
も

初
め
て
参
加
し
た
（
既
報
）
。
こ
の
訓
練
は
南
海
ト

ラ
フ
地
震
、
風
水
害
を
想
定
し
た
も
の
で
、
県
内
各

地
の
防
災
会
議
は
じ
め
自
衛
隊
、
四
国
経
産
局
、
宿

毛
市
、
コ
ス
モ
松
山
石
油
な
ど
が
参
加
し
た
大
規
模

な
も
の
で
あ
っ
た
。

　

高
知
県
四
万
十
市
古
津
賀
に
あ
る
野
並

商
事
（
野
並
昭
仁
代
表
・
Ｅ
Ｍ
Ｇ
系
）
中

村
東
Ｓ
Ｓ
に
行
く
と
、
事
務
所
の
外
で
は

子
タ
ヌ
キ
１
匹
が
、
事
務
所
内
で
は
猫
２

匹
が
出
迎
え
て
く
れ
る
。
こ
の
３
匹
は
い

ず
れ
も
拾
わ
れ
て
き
た
。

　

子
タ
ヌ
キ
は
「
近
く
の
道
路
を
歩
い
て

い
た
と
こ
ろ
を
保
護
し
た
が
、
目
が
見
え

な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
と
て
も
な
つ
い
て

い
る
」
と
話
す
の
は
同

Ｓ
Ｓ
で
働
い
て
い
る
野

並
代
表
の
娘
さ
ん
の
仁

菜
さ
ん
。

　

「
近
所
の
小
学
生
に

も
人
気
が
あ
っ
て
〝
ポ

ン
タ
〞
と
名
前
を
付
け

て
く
れ
た
」と
の
こ
と
。

「
た
だ
、
猫
は
ま
だ
お

客
さ
ん
に
は
警
戒
心
を

抱
い
て
い
る
…
」と
も
。

自家用発電機の稼働状況を見守る
野並代表（左）ら

「
ポ
ン
タ
は
よ
く
な
つ
い
て

い
る
」
と
話
す
仁
菜
さ
ん

不
正
ガ
ソ
リ
ン

情
報
提
供
を

高
松
国
税
局

会員拡大に注力
総会で新年度計画承認

香川・オリーブ会

ＳＳの人気者〝ポンタ〟
高知四万十市　野並商事

高知県・防災訓練

自
家
発
稼
働
、パ
ト
カ
ー
へ
給
油

自
家
発
稼
働
、パ
ト
カ
ー
へ
給
油

自
家
発
稼
働
、パ
ト
カ
ー
へ
給
油

高　知

中
核
Ｓ
Ｓ
な
ど
体
制
整
備
も

創
意
工
夫
で
事
業
展
開

徳　島

収
益
確
保
へ
共
同
事
業
推
進

変
化
に
も
果
敢
に
挑
戦
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石油増税は絶対に反対です!
ＳＳから消費者の皆さまへのメッセージ

ＳＳからお客様へ 2016年
６月号

　４月１日から石油の税金が上昇したのをご存知ですか。
2012年10月から地球温暖化対策のための税を石油石炭税に上
乗せしてきましたが、消費者の負担が急増することを避ける
ために３段階に分けて行われました。その12年10月１日から
の第１段が１㍑当たり0.25円で、第２段は14年４月１日から
で同じく0.25円、その第３段目が今年４月１日からの0.26円
上乗せでした。合わせて0.76円となる訳で、従来の石油石炭
税2.04円と合わせると2.80円となります。
　この税制は、地球温暖化防止を目的にエネルギー起源の
ＣＯ2排出抑制のための対策を講じるために作られたもので
す。集めた税金は、ＣＯ2を出さないエコカーや家電製品な
どの普及促進や、新エネルギーの利用拡大策などに活用する
予定で、石油石炭税と合わせた16年度の税収は、6880億円を
見込んでいます。
　現在のガソリンや軽油、灯油などの販売価格には、この税
が上乗せされていますが、原油価格の上下動による石油製品
の本体価格自体が変動しているため、はっきりとお客様が税
額の上昇に気づかれなかったかもしれません。

　しかし、石油製品にはこの石油石炭税と地球温暖化対策税のほか、ガソリン税や軽油引取
税が別に課せられており、ガソリンの場合はその合計額に消費税が単純課税されています。
　わたしども石油業界は、お客様の負担軽減のために、この多重多段階の税を縮減するよう
求めておりますが、お客様自身にも石油製品の税の実態を、ぜひ知っていただきたいと存じ
ます。

税の話 石油の税にもっと関心を
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